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　 みつばちカフェへ

参加者からたくさんの意見が出ました。
～抜粋：大切なこと（こんなことをみんながつながってできないかな）～

ひたちなか市社会福祉協議会ホームページ http://www.hitachinaka-syakyo.or.jp　 E メール hnsha-o1@abeam.ocn.ne.jp　ご意見・ご感想をお待ちしています

　社会福祉協議会と市の共催で“みつばちカフェ”（井戸端

会議＆地域福祉座談会）を１月１２日から３１日の間に各

地（市内８会場）で開催し、275 名の市民が参加しました。

みつばちカフェは、カフェコーナーを設置し、１テーブル

４～５名で自由にお茶を飲みながら、リラックスした雰囲

気の中で、話し合いをする場です。
～地域福祉座談会を開催しました～

　今回のメインテーマは「みんながつながっ

たら何ができるだろう」です。“子どもや子育

て世代が住みやすい・高齢者が元気に活躍でき

る・多世代がともに生きる〇〇地区にするため

には”と、地区によってサブテーマは異なりま

すが、そのために何が大切なのだろうか、そし

てその大切なことを実現するためには、どうし

たらよいのだろうか、みんながどのようにつな

がったらよいのだろうかと、自分たちの地域の

支えあいについて、日頃思っていることを話し

合いました。
　参加者は２０代から９０代で初めて会う

方が多く、はじめは緊張の様子でしたが、

自己紹介から始まりテーマに沿って話した

り記録したり途中席替えもしながら、い

つしか会場は賑やかな雰囲気となっていま

した。同世代だけの話し合いでは気づかな

かったアイデアが次々と出てきました。そ

して世代を超えた交流が生

まれ、みんながつながった

時間でもありました。

・多世代の交流が大切である（一人暮らし高齢者と小学生が

  一緒に給食を食べる・子育てサロンと高齢者サロンが一緒

  にイベントをする）

・高齢者が活躍できる機会があるとよい（学童クラブで昔遊

  びを教える・放課後子どもに勉強を教える）

・いろいろな人と自分の地域のことを考える機会を増やす（み

  つばちカフェに高校生と大学生も参加する）

・誰でも参加できるサロンや活動があること（自治会と子ど

  も会がつながり活動する・高齢者クラブと子ども会育成会

  で夕方サロンをする）

・高齢者と子どもがふれあう場所があるとよい（学校のイベ

  ントに高齢者に参加してもらう・子どもサークルで共に

  イベントをしたり発表をする）

・地域の困りごとをコーディネイトする人がいるとよい
など　

～あなたの地域でも開催しませんか～

“みつばちカフェ”はあなたの地域でも開催できます。「自分たちの地域（団体）でも

開催したいな」など興味のある方・団体は、お気軽にご相談ください。

【問合せ先】市社協　地域福祉係　　 ２７４－５１３５

「みんながつながるために

大切なこと」の意見をたく

さん張り出しました。

「大切なことを実現するためにはどうした

らいいだろう」をみんなで話し合い、書き

出しました。
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平
成
29
年
１
月
12
日
、

ひ
た
ち
な
か
青
年
会
議
所

と
市
社
協
の
間
で
、
「
災

害
時
相
互
協
力
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
同
様
の

協
定
が
、
青
年
会
議
所
と

東
海
村
社
協
、
那
珂
市
社

協
と
の
間
に
も
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
２
月
13
日
か
ら
２
月
18
日
ま
で
、
市
那
珂
湊

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
）
２
階
ク
ラ
フ

ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
ひ
た
ち
な
か
市
高
齢
者
文
化
創

作
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
98
点
の
出
展
が
あ
り
、
37

点
が
入
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
４
８
４
名

の
方
の
来
場
が
あ
り
、
出
展
者
の
皆
様
の
力
強
い
作
品
に
、

訪
れ
た
方
々
か
ら
「
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
い
う
声

が
多
く
き
か
れ
ま
し
た
。
来
年
度
は
「
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
西
大
島
）
」
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
数
の

出
展
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
優
秀
賞

絵
画
の
部

　
大
内
　
道
夫
【
静
寂
の
舟
溜
り
】

写
真
の
部

　
髙
坂
　
正
敏
【
微
笑
み
】

書
の
部

　
佐
川
　
史
子
【
探
梅
】

彫
刻
の
部

　
大
内
　
崇
敬
【
獅
子
頭
】

陶
芸
の
部

　
柴
田
　
紘
一
【
紅
葉
文
様
壺
】

●
秀
作
賞

絵
画
の
部

　
梅
津
　
　
廣
【
つ
ゆ
ど
き
の
風
景
（
大
川
ダ
ム
）
】

　
勝
永
　
崇
子
【
開
田
高
原
（
木
曽
）】

　
山
形
　
信
嗣
【
昭
和
を
残
す
庭
先
】

　
鈴
木
　
百
子
【
馬
渡
「
は
に
わ
公
園
」】

写
真
の
部

　
古
川
　
　
登
【
夜
桜
】

　
永
井
　
　
洋
【
飛
来
】

　
後
藤
　
玲
子
【
が
ん
ば
れ
・
ガ
ン
バ
レ
！
】

書
の
部
　
　
　

　
田
所
　
次
男
【
唐
詩
】

彫
刻
の
部

　
岡
田
　
亘
右
【
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
（
オ
シ
ド
リ
の
オ
ス
と
メ
ス
）
】

陶
芸
の
部

　
田
代
　
邦
子
【
椿
文
様
花
器
】

●
奨
励
賞

絵
画
の
部

　
小
室
　
増
展
【
漁
港
】

　
吉
田
　
絹
枝
【
落
葉
の
中
で
一
休
み
】

　
飛
田
　
春
子
【
初
夏
の
穂
高
連
峰
】

　
齋
　
　
英
藏
【
木
曽
の
春
（
駒
ヶ
岳
）】

　
木
村
　
栄
子
【
港
】

写
真
の
部

　
佐
竹
　
功
三
【
開
発
の
歪
み
】

　
冨
岡
　
　
剛
【
興
味
津
津
】

　
横
尾
　
　
宏
【
ハ
ー
イ
　
ジ
ャ
ン
プ
】

陶
芸
の
部

　
小
笠
原
典
子
【
扇
形
花
器
】

●
特
別
賞

絵
画
の
部

　
佐
竹
　
功
三
【
嫁
ぐ
日
】

　
冨
岡
　
　
剛
【
秋
日
和
】

陶
芸
の
部

　
平
松
　
幸
子
【
斑
点
文
織
部
釉
花
器
】

手
工
芸
の
部
　

　
柳
が
丘
ク
ラ
ブ
赤
と
ん
ぼ
の
会

　
　
　
　
　
　
【
み
ん
な
の
絵
手
紙
】

　
黒
澤
　
誠
厚
【
バ
ッ
グ
】

　
黒
澤
　
初
枝
【
ベ
ス
ト
】

　
栁
澤
　
陽
子
【
干
支
の
屏
風
】

　
佐
川
　
正
澄
【
山
間
の
造
り
酒
屋
】

　
照
沼
　
幸
子
【
思
い
出
の
ブ
ー
ケ
】

　
浅
井
　
益
子
【
手
工
芸
】

　
田
村
　
誠
司
【
豊
作
】

　
川
根
　
宏
子
【
さ
き
編
み
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
】

　
横
須
賀
和
子
【
か
わ
い
い
酉
編
み
ぐ
る
み
】

[

敬
称
略]

　

ひ
た
ち
な
か
青
年
会
議
所
と

「
災
害
時
相
互
協
力
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

力作ぞろいの創作展

　
こ
の
協
定
は
、
地
震
や

風
水
害
等
の
大
規
模
自
然

災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

相
互
に
協
力
し
て
被
災
し

た
方
々
の
支
援
活
動
を
効

果
的
に
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
時

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
お
い
て

も
、
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん

に
は
ス
タ
ッ
フ
や
物
資
な
ど

多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
当
会
の
行

う
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
に
、
青
年

会
議
所
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

て
お
り
、
平
常
時
か
ら
準
備

や
情
報
共
有
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
締
結

に
よ
り
、
青
年
会
議

所
と
社
協
が
そ
れ
ぞ

れ

の

強

み

を

活

か

し
、
よ
り
一
層
の
効

果
的
・
効
率
的
な
活

動
を
行
う
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

～高齢者文化創作展開催～

たくさんの来場者で会場は賑わいました

陶芸の部　優秀賞
彫刻の部　優秀賞 写真の部　優秀賞

絵画の部　優秀賞

書
の
部
　
優
秀
賞

　■写真向かって左から

　　青年会議所前理事長	 増　田　　　直

　　東 海 村 社 協 会 長	 黒羽根　弘　一

　　ひたちなか市社協会長	 本　間　源　基

　　那 珂 市 社 協 会 長	 中　村　　　健

　　青年会議所現理事長	 砂　押　知　倫



次ページにご協力いただいた皆さまを 
掲載しています

「赤い羽根共同募金」の配分を受け、平成 28 年度中に

ひたちなか市社会福祉協議会が行った事業は下記のとおりです

◆地域福祉推進事業 
社協支部福祉活動における敬老会への補助や、自然
災害や火災等で罹災した方々へのお見舞金をお贈りし
ました。 

◆福祉相談事業 
独身男女の出会いの場としての結婚相談所の運営と、
3回の「出会いのイベント」を実施しました。 

◆社会福祉功労者表彰式の開催 
福祉功労者（地域での福祉活動に貢献した方）の表彰
式を行いました。 

◆小口資金貸付事業 
小口資金貸付事業（市内の生活困窮世帯に、緊急に必
要な資金の貸付を行う事業）の借入者・保証人への連
絡のための費用として使用しました。 

◆広報紙「福祉ひたちなか」の発行 
年6回、社協だより「福祉ひたちなか」を発行し、地
域住民への情報提供を行いました。 

◆金婚祝い事業 
結婚50周年を迎えたご夫婦へ、
その健康と長寿へのお祝いなら
びに長年にわたる地域への貢献
に感謝と敬意を表して、式典を
開催しました。 

◆ボランティア活動センターの運営 
市内のボランティア活動の活性化のため、ボラ
ンティア養成講座、小中学校等で行われる福祉
体験学習の協力、ボランティアグループの活動
支援等を行いました。 

◆青少年ボランティアスクールの開催 
市内の小学5・6年生を対象に、夏休み期間中に、
福祉について体験・学習する場を設けました。 

【ボランティアスクール】 
参加者とろうあ者の 
交流の様子

▲【ボランティアスクール】 
盲導犬について、体験も
交えて学習しました

【金婚祝い事業】 
たくさんのご夫婦が参
加。旧交を温める姿も

見受けられました。

福 祉 ひ た ち な か 第 129 号（3）平成 29 年 3月25日
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それぞれの会場で熱い対局が行われました

会場のあちこちで会話が弾んでいました

福 祉 ひ た ち な か 第 129 号（7）平成 29 年 3 月 25 日

Welfare の絆を広げよう
名刺・封筒・伝票・撮影・カレンダー・印刷全般

〒３１２－００３２ ひたちなか市津田２０３１－１１３
ＴＥＬ ０２９－２７３－１２２１   ＦＡＸ ０２９－２７４－１０４６

（連絡先）ひたちなか市湊本町５－６

ＴＥＬ  ０２９（２６４）１１５０ 

訪問介護・デイサービス
や さ し い お も い や り 広告の掲載を

募集中です。

　

２
月
15
日
に
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
大
島
荘
で
囲
碁

大
会
、
２
月
23
日
に
み
な

と
荘
で
将
棋
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
生
き
が
い

と
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し

て
開
催
し
、
対
局
を
通
し

て
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市

内
60
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
趣
味
を
通
し
て
健
康
を

維
持
す
る
こ
と
は
、
大
切
な

こ
と
で
す
。

　

囲
碁
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
の
対

局
、
将
棋
は
Ａ
、
Ｂ
の
２
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
対
局
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
囲
碁
大
会
に
49

名
、
将
棋
大
会
に
28
名
が
参

加
し
、
緊
張
感
の
中
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
優
勝
杯

が
争
わ
れ
ま
し
た
。 白

熱
し
た
勝
負
が

　
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

【
囲
碁
大
会
】

Ａ
ク
ラ
ス

　
優
　
勝
　
川
﨑
　
　
博

　
準
優
勝
　
柿
内
　
誠
人

　
第
三
位
　
富
永
　
　
徹

　
敢
闘
賞
　
中
野
　
昌
雄

Ｂ
ク
ラ
ス

　
優
　
勝
　
貝
賀
　
凡
夫

　
準
優
勝
　
川
村
一
二
三

　
第
三
位
　
福
田
　
満
男

　
敢
闘
賞
　
小
谷
　
和
雄

Ｃ
ク
ラ
ス

　
優
　
勝
　
小
野
寺
哲
雄

　
準
優
勝
　
柴
田
　
一
彦

　
第
三
位
　
横
山
　
義
則

　
敢
闘
賞
　
宮
尾
　
次
郎
　

【
将
棋
大
会
】

Ａ
ク
ラ
ス

　
優
　
勝
　
木
村
　
大
助

　
準
優
勝
　
柳
井
　
勝
夫

　
第
三
位
　
山
内
　
鷹
雄

　
敢
闘
賞
　
由
利
　
芳
己

Ｂ
ク
ラ
ス

　
優
　
勝
　
小
沢
　
正
己

　
準
優
勝
　
照
山
　
　
忠

　
第
三
位
　
小
泉
　
光
男

　
敢
闘
賞
　
四
釜
　
勝
栄

平成２９年度 フリーマーケット開催予定
時
　
間　

午
前
９
時
30
分
～ 

11
時
45
分
ま
で

会
　
場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

参
加
費
　
１
エ
リ
ア
５
０
０
円	

申
込
方
法　

募
集
期
間
内
に
電
話
で

 　
　
　
　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

９
時 

～ 

17
時
（
平
日
の
み
）

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

  

市
社
協 

地
域
福
祉
係 

 

２
７
４
ー
５
１
３
５

※参加費は善意銀行へ寄付し、11月分は赤い羽根
　共同募金へ募金させていただきます。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

平
成
28
年
度
　
市
社
協
会
長
杯

囲
碁
・
将
棋
大
会
開
催

社
協
で
は
、
日
中
独
居
者

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す

　

平
成
28
年
度
第
３
回
出
会
い
の
イ
ベ
ン

ト
「
ハ
ル
ノ
・
デ
・
ア
イ
」
を
２
月
25
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

少
人
数
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
お
い

し
い
お
菓
子
と
飲
み
物
を
囲
ん
で
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
進
み
、
２
組
の
カ
ッ

プ
ル
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
結
婚
相
談
所
で
は
、
次

年
度
以
降
も
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
出
会
い
を
求
め
る
独
身

男
女
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
社
協　

地
域
福
祉
係

☎
２
７
４
ー
５
１
３
５

ひ
た
ち
な
か
市
結
婚
相
談
所

春
の
出
逢
い
を
探
し
て
…

回 募集期間開催日

１	  5月 9 日 ( 火 )	  4月10日 (月 ) ～  4月21日 ( 金 )

２	  7月11日 ( 火 )	  6月12日 (月 ) ～  6月23日 ( 金 )

３	  9月12日 ( 火 )	  8月21日 (月 ) ～  9月 1 日 (月 )

４	 11月14日 ( 火 )	 10月16日 (月 ) ～10月27日 ( 金 )

５	  1月  9日 ( 火 )	 12月11日 (月 ) ～12月22日 ( 金 )

６	  3月13日 ( 火 )	  2月13日 (火 ) ～  2月23日 ( 金 )

　

市
内
に
居
住
す
る
70
歳
以
上
で
、
月
～

金
曜
日
の
間
で
４
日
以
上
、
日
中
（
概
ね

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
に
自
宅

に
ひ
と
り
で
い
る
方
を
対
象
に
左
記
の
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
中
独
居
者
に
該
当
し
支
援
を
希
望
す

る
方
や
親
族
は
地
域
支
援
係
に
ご
連
絡
下

さ
い
。

①
高
齢
者
相
談
員
の
訪
問
（
年
１
～
２
回
）

②
ふ
れ
あ
い
電
話
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
電
話

　

で
の
声
掛
け
（
３
～
４
か
月
お
き
）

【
問
合
せ
先
】

市
社
協　

地
域
支
援
係

☎
２
７
２
―
４
１
０
６
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【申込・問合せ】
市社協  地域福祉係
　 274－5135
西大島3-16-1

市総合福祉センター内

日 月 火 水 木 金 土

５月４月

こころとこころの出会い善意銀行  ほっとコーナー 寄付報告（H29.1 ～ 2 月）（敬称略）

善意銀行は、市民の皆さんからの善意をお預かりする窓口です

ご協力ありがとう
　　　　　ございました

【善意銀行問合せ先】

　市社協地域福祉係　  ２７４－５１３５
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1

　社会福祉協議会では、皆様からの善意の金銭・物品の

寄付を受け付ける「善意銀行」の窓口を設けています。

お預かりした金銭・物品は、市内の福祉団体・施設やボ

ランティアグループ、社会福祉協議会が実施する様々な

事業など、可能な限り預託者の意向に沿う形で活用して

おります。

 「誰かのために役立てて欲しい」という温かい気持ち

を必要とする人におつなぎする“こころとこころの出会

い”を実現できるよう、善意銀行は開かれています。

【常にお預かりできるもの】

  切手、プルタブ、タオル、書き損じはがき、テレホンカードなど

⇒ 社協の窓口へ、直接ご持参ください。

【必要に応じてお預かりするもの】

  日用品、衣料品、食料品、スポーツ用品、玩具など

⇒ ご持参頂く前に、まずはお電話ください。必要としてい

る団体・施設をお探しして、見つかり次第ご連絡いたします。

求めているところがない場合にはお預かりできませんの

で、予めご了承ください。

　善意の寄付金のほか、募金活動やチャリティー事業、バ

ザーの収益など、金額にかかわらず受け付けています。社

協の窓口へ直接ご持参ください。

日 月 火 水 木 金 土
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お預かりした物品の使いみちの例 
・使用済み切手・テレホンカードなど

　県社協に送られ、換金された後に県内のボランティア活動に役立てられます。

・日用品、衣料品、食料品、スポーツ用品、玩具など

　これらを求める市内の福祉団体や施設などにお配りし、事業や活動にご

　利用いただきます。

～　お　願　い　～
※【必要に応じてお預かりするもの】は新品または新品同等品に限ります。

　破損していたり部品が欠損していたりするもの、年式の古いもの、汚れて

　いるものはお預かりできません。洗浄・清掃などしてからお持ちください。

※エコキャップ（ペットボトルの蓋）、ベルマークはお受けしておりません。

ひたちなか市社会福祉協議会

善意銀行～こころとこころの出会い～

物品の寄付を考えている方

現金の寄付を考えている方

★　4月14日・5月12日におもちゃドクターの診察を行います

岩崎　洋子  牛乳パック 160 枚

遠藤　宏行  切手 300 枚

ガールスカウト茨城県第 14 団  切手 3,190 枚、

プルタブ 800 ｇ、牛乳パック 250 枚

勝田環境株式会社  切手 580 枚

勝田聖書教会  牛乳パック 357 枚

金澤　百花  ゲート（子供用柵）1 式

川又　文江  切手 133 枚

菊本　濵一  介護用ベッド 1 台

木済　和枝  衣類 2 袋、お尻拭き 1 袋、

口腔ケアスポンジ 1 袋、雛人形 1 セット

久保田　由美子  切手 127 枚

黒澤　衛  牛乳パック 400 枚

健歩の会  切手 580 枚、プルタブ 4 ㎏、

牛乳パック 160 枚

駒形輪投げ同好会  プルタブ 200 ｇ、

牛乳パック 180 枚

株式会社　サザコーヒー  切手 290 枚

CS 勝田  切手 8,984 枚、牛乳パック 50 枚、

プルタブ 8.5 kg

七字　武徳  牛乳パック 71 枚

市民交流センターひたちなか・ま  切手

2,150 枚

秀芳会勝田支部  切手 1,163 枚、タオル 62 枚

【金銭】

あじさい学級  4,998 円

池﨑　謙壽  13,513 円

ガールスカウト茨城県第 14 団  15,000 円
旧勝田市立佐野中学校　昭和 55 年度卒　

同窓会  8,556 円

株式会社　サザコーヒー  100,000 円

水曜囲碁会  5,000 円

相金支部（女性部会）  600 円
ひたちなか・東海ハイトラスト株式会社 

10,000 円

フリーマーケット参加者一同  7,500 円

横須賀　志郎  50,000 円

匿名　1 件　6,621 円

＜デイケア活動へ＞

馬場　 夫  100,000 円

【物品】

秋庭　はつ江  切手 350 枚、カード 36 枚

有本　政吉  切手 58 枚、カード 7 枚、

プルタブ 175 ｇ、牛乳パック 27 枚
㈱アンダーツリー東京　キコーナ勝田駅前店  

菓子 3 箱

【問合せ】市社協　地域福祉係　☎２７４－５１３５

●●●出店希望の方は●●●

☆申込期間：４月１０日（月）
　　　　　　  ～２１日（金）

☆受付時間：午前９時～１７時
（平日のみ）　 

☆申込方法：上記期間内に、
　　　　　　お電話にて。

　先着順１５エリア限定。

☆参 加 費：１エリア５００円

平成２９年５月９日（火）
午前９時３０分～１１時４５分

市総合福祉センター
１Ｆコミュニティホール

フリーマーケット開催！
市民謡民舞連合会  切手 100 枚、プルタブ

2 ㎏、タオル 20 枚

関田　登志男  プルタブ 1.4 ㎏

高橋　孝子  切手 100 枚、プルタブ 400 ｇ

武石　光子  プルタブ 900 ｇ、折り畳み傘

2 本

那珂湊第三小学校  プルタブ 16 ㎏

パチンコ 21 世紀  切手 400 枚、プルタブ

6 ㎏

日立レフテクノ株式会社  切手 230 枚

㈱ポエムガーデンハウス  切手 370 枚

前渡地区民児協、福祉部会  切手 530 枚

宮下　加代子  牛乳パック 50 枚

森田　和四郎  プルタブ 600 ｇ

横建工業㈱  切手 2,320 枚、タオル 2 袋

吉川　せつ子  切手 1,300 枚
匿名　　19 件

　（敬称略）　　　


